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は「たとえ実行はできなくてもどうする乙とがいちばんよいと思うか」を. (IL~2 ) では
「実際にはどのように行動するか」を還択させるというこ段階構成の多肢選択式であった
















































( 1 ) 吉田習の家では.ちかどろ.おとうさんとおかあさ，んがどうしたわ 1，. 
けかふきげんで，ときどき言いあらそいなどをしています. 乙うしたζとか

































































































































































































0原因を除くよう家族全部で話し合う I ~ から
oをとそで話し合いよい方向へもつ /2はわって話し合え削らず和解する
Oみんなで原閃を追求し和解苛せる 13言い争いの原因を根本的に解決できる




話し合って原因にさからわぬよう i 。lとする |6ztz立弱からも考え直してもらい










































@父母を苔ばせて気げんを直す [ 1 ¥レクリトシザは自然Fし乙りをと
、 oみん念できるだけ!i;ò~らかにする くから
家す族るみんなでレグリエーシヨンを 2 I~がらかにすればふんいきが和らいで


































































ととろが. (問2)および〈問 3)の反応では. ζのような行動を笑際にとる止いうも
のヤ.とっているというものは，いちじるしく減少しているととが注目される。すなわち
小学生では(問 1)の20%が(間2)では 15%に減少し， (悶3)ではさらに減少し
























のI~・ 小・ 中. 高校生とも(問 2) ;f.;よび(問3)の反応で目だって聞大している.すな
わち.小学生iま13%・25 ~百. 44%.中学生は15弘 29%・48%. 高校生は




































るJ(1] ，)， r言い争いよりも大声を出してどんどん話しかける;J(小)， r自分たちも
ミ-14-


































































(間l)0% (問~) 0% (問3)2;五
(3) 中学生の友応















































































































一ーー 一一一一ー一一ι a・ 一一一
(5) 反応にみられる意識と実践の傾向



















「台所仕事は男のする ζとではないという父の考えはまちがっているから」 とか. r子つ
・だわないと病気のほにふ配をかけ，病気を乙じらせるからJとか. r今は5j女同iト訟の1すrXi
だから」というような理ti:lづけをするものが多い。

























るとと，小学生，中学生，高佼主主とも， (問1Jよりは(間2). (問2)よりはど (問
3)とi普大する傾向を示しているととが注目される.すなわち，小学生では25%.27% 





































































(間1)1% (間~) 4% C問3)2% 





















































。道と雄君といっ断しょに先か生に罰しあ 6だまっているのがエチケジFであるは先生の~\IJ にま せる
7ほんとiのととを言ったってはじまら




0みんなで決めてもらう 2他人にもほんと うのととを知ってもらいたいかー ら
。親友に相談する
3臼合で向分のがよいなどとは言えない
(問1)4% (問2)5~6 (問3)0% 治ミ
4先生に告げ口をするのがさらいだから
(4) 高校生の反応









































































なお， r自分の作品を出す」というものは，小学生，中学生，高校生とも (問2)1.:;]; 
び(問 3)の反応においてはかなりの減少を示している乙とが注目される。すなわち， ，'J、
学生では C開1)の90%が(悶2)では79%1::減少し， (間3)ではさらに減少して
64%となヴており，向様に中学生では62%，5 2 %. 43%，高校生?は29%，2 




1 )で4%， (問2・〉で2%， (間3)で1%となっているのに対し， 中学生では2.6%










〈ニ〉 ζれとは反対に. rうや、斗jごまかせる」という行動は (1関2)および(問 3)の反
応では目だって治大字る傾向を示している。すなわち p 小学生では (問1)の6%が，
く間2)では 15%に埼大し C間3)ではさらに泡大をして33%になっている。同稔に
--28 .:.-







































































































〈問り 4:l%l閥2)35% (閥的 23%
自由 φn v.t.J 
1勢力の強1片方へはいったほうがかもし
ろい

































































































































































































は(問1)20%・〈筒 2)12%. (問3)1 09;品，中学生では〈問1)25%. (摺
















(ノサ 次に 「痘按仲Iまりをさせる」という行動をとるというものは， 小学生に最も多く
中学生，高校生と学年が進むにつれてしだいに減少していく傾向を示している.すなわち
小学生では〈問1) 4 9 %' c問2)38%， (問3)1 9 %，中学生では， (問 1)4 



























問機に中学生てすま.1 4 %. 2 2 %. 2 59長.高校生では10%，18%，34%となっ
ている.
それならば 「だまっているJ.rなりゆきにまかせるJという理由は何であろうか.と
れにも発達による質的変化がみとめられるようである.つまり，小学生や中学生1:特徴的
な反応は. rへたに口出しをするとあとでいじめられるからJI rそんなグループとかか
わり合いになりたくないからJ.r注意したってきかないだろうから」などであるが，高
校生になると「まわりから口出しをするとますます対立をはげしくしてしまうから」とか
「自分もその渦中に巻きこまれたくないからJとかI rどちらのグループも感心できない
が2 いつかは仲直りするだろうからJというような反応がかなり多心なる。乙れも，彼ら
の銭!践的知恵がそう反応さぜたのであろうか.
Cへ〉以仁の「だまってhるJ.rなりゆきiヰまかせる」というものと，さきの「みん
なで話し合って解決するJ.r直接仲直りさせる」というものの中間に位するのが「先生
からとめてもらう」というものであるe
とのような行動をとるというものは小学生1:最も多く ，中，寓と学年が進むにつれて，
減少していく傾向を示している.また〈問1)よりはく問2). (問2)よりはく関3)
としだいに増大していく傾向は，小学生，中学生にみられるが・高校生では逆の傾向を示
している。すなわち，小学生では(閑1)26%， (問2)29%. C問3)35%.同
様に中学生では 15%.26%，33%，高校生では8%.2%， 2%，となっている.
次にその理由1:検討・を加えてみよう.小学生にみられる特徴的な反応は「対立が長く続!
くといヤだからJ，r先生に注意されれば仲よくなるだろうから」といるようなものであ
- 38ー
るが，中学生中高校生になると， i先生ならみんなの立場になってくれるから」とか・
「タラ弐全体のζとは先生と相談したほうがよいから」とか・ 「尊敬する先生のととばは
深くみんなの胸にしみζむから」とかの反応が多くなってくる。乙とにも質的な変化がみ
tれるようである.
(ト〕さいどに，予想しなかった反応をいくつかひろいあげてみようー「どちらかのグ
ルー プにはいる一一勢力の強いほうへはいったほうがお、もしろいから，いつのまにか引き
fりとまれてしまうから・仲間はずれにされるのがいやだからJ(小，中，高〉・ 「多数
決でさめる一一人のグループは7，8人でBのグループは 5，6人だからJ(づっ，
「たまになぐるーーかんしゃく去のあーが切れるからJCd') ， r相手が泣くまでやつつけ
る一一おつかながって今度悪口を言わなくなるからJ(小)， r第三の明るいクツレ←プを
つくる一一そ乙へ引きこんでI司然に仲ょくさせるためJC高). Iどちらとも友だちとし
てま際するーー でーきるだけ多くの人とつき合うべきだからJ(高).r両方を徹底的に争
わせる一 そーうすればどちらかが折れるだろうからJ(高〕等々である。
児童生徒の経験的知恵にもとづく問題解決の方法には，われわれが予期しなかった適切
なものもあるが，また好ましくない問題解決の方法も存在する。「なぐるJ! r相手が泣
〈までぞっつけるj. r多数決で決めるJ， r徹底的に争わせるJ.rどちらかのグルー
アにはいる」等々がそれである.しかし，乙のような反応の背録には具体的な生活経験が
あると考えられるので，そうした経験的背景をじゅうぶん究明して是疋していえ必要があ
ると思われる.
?却 噌
